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研究成果の概要（和文）：慢性血栓塞栓性肺高血圧(CTEPH)患者では右室流入路壁運動は保持されている一方
で、心尖部や流出路機能が低下している患者が存在することを明らかにした。さらに、肺動脈性肺高血 圧にお
ける右室流入路、心尖部、流出路それぞれの機能の特徴と意義について検討した。右室流入路は平均肺 動脈圧
や肺血管抵抗等の血行動態と有意な相関を認めたが、右室流出路機能は相関を認めなかった。一方で、右室流出
路機能は全死亡と 心不全入院等の予後と有意に相関したが、右室流入路機能は相関を認めなかった。以上より
右室局所の機能は部位によって臨床的意義が異なり、 従来の指標より治療法の選択や予後予測に有用である可
能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In patients with chronic thromboembolic pulmonary hypertension, we revealed 
that while right ventricular (RV) inflow tract wall motion is preserved, there are patients with 
decreased function in the apex and outflow tract. Furthermore, we examined the characteristics and 
significance of the functions of the RV inflow tract, apex, and outflow tract in pulmonary arterial 
hypertension. The RV inflow tract showed a significant correlation with hemodynamics, whereas the RV
 outflow tract function did not. On the other hand, the RV outflow tract function was significantly 
correlated with overall mortality and heart failure hospitalization, whereas the RV inflow tract 
function did not show such a correlation. From these findings, it was suggested that the clinical 
significance of RV regional function varies by location, and it may be more useful for selecting 
treatment methods and predicting prognosis than conventional indicators.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
右室機能は、肺高血圧症において独立した予後規定因子であることが報告されている。しかし、右室機能障害の
機序、発症様式および臨床的に有用な評価方法についてはほとんど明らかになっていない。本研究では、３次元
心エコー図の右室専用解析ソフトを用いて、右室機能障害が部位及び時間経過によって異なること、また右室機
能障害の部位によって臨床的意義が異なることを初めて明らかとし、肺高血圧の治療戦略への応用が期待できる
点で意義のある研究と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 右室機能は肺高血圧症などの右心系疾患だけでなく、左心不全患者においても独立

した予後規定因子であることが知られている。一方で、右室は複雑な形状をしてい
るため右室機能の詳細な評価は容易ではなく、現在、右室機能評価は心臓 MRI を用
いた右室容積や右室駆出率測定等の右室の全体的機能評価が gold standard と考え
られている。 
 

(2) 研究代表者は、肺高血圧症患者の右室機能障害の程度や治療による回復過程が右室
の部位によって異なることを明らかにし(Moriyama H, Murata M et al. 
Circulation Cardiovasc Imaging, 2019)、右室局所機能を評価することで疾患の
重症度や病期および治療ガイドになる可能性が示唆された。 

 
 
２．研究の目的 

肺高血圧症は極めて予後不良な疾患であったが、薬物療法や肺動脈インターベンショ
ンの発展により改善傾向にある。一方で、治療オプションが増え治療戦略が複雑化した
ことで、病態や予後を正確に把握する指標の同定が望まれる。右室機能は肺高血圧症
の予後規定因子の一つであることが知られているが、右室機能障害の機序、発症様
式および臨床的に有用な評価方法についてはほとんど明らかになっていない。 

 
(1) 肺高血圧症のタイプの違いにより右室機能障害の性質や特徴に差がないか評価する 
(2) 肺高血圧症に対する治療による右室機能の変化を評価する 
(3) 右室機能が臨床的にどのような意義があるか検討する 
 
 
３．研究の方法 

心エコー図を用いて従来の指標に加えて、右室専用の３次元トラッキング解析装置を
用いて右室全体及び右室局所の機能を測定する。 

 
(1) 従来の２D心エコー図法で右室径、右室面積変化率、三尖弁輪移動距離、組織ドプラに

よる三尖弁輪移動速度(Rv S’)を計測する 
(2) 右室ストレンを計測する。右室ストレインは右室長軸方向最大ストレイン値および右

室 dyssynchrony を計測する 
(3) ３次元トラッキング解析装置を用いて、global RV area change ratio (ACR)を計測す

る。また、右室を流入路、心尖部、流出路に分類し、それぞれの ACR を計測する。 
(4) 右室機能指標と血行動態指標（肺動脈圧、肺血管抵抗、心拍出量など）や予後との相

関関係を検討する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 肺動脈性肺高血圧症の右室機能障害は、慢性血栓塞栓性肺高血圧症と同様に、右室流入

路、心尖部、流出路で重症度が異なっていた。 
(2) 薬物治療後の右室機能は流入部と心尖部は早期に改善したが、流出路はこれらと比較し

改善が遅延した。 
(3) 右室流入部の右室機能は肺動脈圧や肺血管抵抗などの血行動態と良好な相関を認めた

が、右室心尖部や流出路は相関を認めなかった。 
(4) 右室流出路は肺動脈性肺高血圧症の予後と有意に相関し、流出路の ACR は予後の層別化

が可能であった（図１）。一方、流入路や心尖部は相肺高血圧症の予後と相関を認めな
かった。 

 
 
 
 



 
図１. 肺動脈性肺高血圧症における右室流出路 ACR による予後の差異 

 
 
以上の結果より、右室局所の部位により右室機能の動体や臨床的意義が異なるため、右室局
所機能を評価することで肺高血圧の病態把握や予後予測、また治療介入へのタイミング等
のガイドとなる可能性が示唆された。 

Outlet ACR < -12.5 %

log-rank test: p<0.01

Outlet ACR ≥ -12.5 %

Number at risk

Outlet ACR < -12.5 %        23                                21                                19                           19                                19
Outlet ACR ≥ -12.5 %        17                                13                                11                                 9                                  8
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